
高知工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 6219 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 ソーシャルデザイン工学専攻 対象学年 専1
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 事前研修はプリント配布
担当教員 芝 治也,奥村 勇人,岡村 修司,横井 克則,三嶋 尚史,三橋 修
到達目標
【到達目標】
１．社会人として必要な自主性、創造性、社会性等の基本を身につける。
２．実習計画に沿って実習を行うとともに実習日誌の作成を通して日々の実習内容を振り返る。
３．インターンシップの成果を報告書等で報告できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
社会人として必要な自主性、創造
性、社会性等を理解し、的確に行
動できる。

社会人として必要な自主性、創造
性、社会性等を理解し、行動でき
る。

社会人として必要な自主性、創造
性、社会性等を理解できない。

評価項目2
実習計画に沿って実習を行うとと
もに実習日誌の作成を通して日々
の実習内容を振り返り、自己啓発
することできる。

実習計画に沿って実習を行うとと
もに実習日誌の作成を通して日々
の実習内容を振り返ることができ
る。

実習計画に沿って実習を行うとと
もに実習日誌の作成を通して日々
の実習内容を振り返ることができ
ない。

評価項目3
インターンシップの成果を報告等
で報告でき、課題解決に向けた提
案ができる。

インターンシップの成果を報告書
等で報告できる。

インターンシップの成果を報告書
等で報告できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育目標 (E)
教育方法等

概要
これまで学修してきた専門分野に対応する校外実習機関（企業や大学等）において、専門分野に関連する実習を行い、
技術に対する社会の要請を習得するとともに学問の意義を認識し、エンジニアとしての自主性を養成する。インターン
シップ前に社会人として必要な自主性、社会性の基本を身に着けるため、事前研修を行う。【クラス分け方式】

授業の進め方・方法

原則として長期休業中に，2週間以上企業等に派遣し，実践的，技術的訓練を受けさせる。実習前にインターンシップに
関する種類の作成、事前研修レポート課題、インターンシップ期間中の実習日誌、実習後の実習報告書を作成する。
詳細は「校外実習のしおり」参照のこと。
＜実習テーマ（実習先）予定＞
実習先および実習テーマは主たる専門分野それぞれで決める。専攻科で認定できる内容であること。
・主に高知県内の一般企業等へのインターンシップ
・教育研究交流に関する協定を締結した大学（大阪大学、広島大学）等のオープンハウスや研究室実習などに関連した
実習等
・官学協同教育プログラムに基づく役所・公共事業体等へのインターンシップ

注意点

このインターンシップは、主に高知県内企業や団体を対象にしており、高知県内企業、高知県、高知県内の大学と連携
し、地域の企業や団体が抱える課題の理解と解決に向けた取り組みを行う内容とする。
企業等から提出された「実習評定書」、本人の「実習報告書」を総合的に評価し、評定は合否で行う。
外部評価の１つである実習評定書の内容を重視し、仕事に対する責任の自覚や、その仕事と社会との関わりについての
理解の程度を評価する。合わせて課題解決能力の程度を報告書より評価する。
実習先等に迷惑をかけないよう、ルール・マナーを守って行動すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 事前学習：事前ガイダンス 社会人として必要な自主性、創造性、社会性等の基本
を身につける。

2週 実習期間（原則２週間以上）：実習計画に沿って実習
を行うとともに実習日誌を作成する。

実習計画に沿って実習を行うとともに実習日誌の作成
を通して日々の実習内容を振り返る。

3週 事後学習：実習終了後、実習報告書を作成する。 インターンシップの成果を報告書等で報告できる。
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ
1週
2週



3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能
日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 3
あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 3

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

法令やルールを遵守した行動をとれる。 3
総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

要求に適合したシステム、構成要素、工程等の設計に取り組むこ
とができる。 3

評価割合
実習評定書 実習日誌・報告書 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 10 10 20
専門的能力 20 20 40
分野横断的能力 20 20 40


